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1
すべての成る
（生成消滅す
る）ものと有るも
のとは

さて、まず永遠のもの（有るもの）に
ついては、一方、（そのうちの）第一
位のものたちをば他の原因に帰す
ることは、それらが第一位のもので
ある以上、不可能だが、

あるいは(1)原因によって（すべて
の）成るものは成り、有るものは有
るのか

それとも(2)両者とも原因を書いて
いるのか

それとも(3)両者それぞれにおい
て、一部のものは原因を欠き、他の
ものは原因をもつのか

それとも(4)成るものはすべて原因
をもつが、

有るものは(a)一部のものが原因を
もち、他のものは原因を欠くのか

あるいは(b)有るものはすべて原因
をもたないのか

それとも反対に(5)有るものはすべ
て原因をもつが、

成るものは(a)一部のものがそう
で、他のものは先のようである（原
因をもたない）のか

あるいは(b)成るものはすべて原因
をもたないのか、いずれかである

他方、第一位のものたちに依存す
るものは、前者から「エイナイ（本
質）」をもっているのだとしよう

なおまた、それぞれのもののエ
ネルギエア（働き）を規定する
ためには、人はそれらの原因を
ウーシア（有性：本質、何である
か）に帰さねばならない。なぜ
なら、しかじかの働きをすると
いうこと、これこそが、それぞれ
のものの「有る」（本質）なのだ
から

次に、生成するものと、常に
有るけれども同じ働きを常
にしているのではないもの
とについては、これらはすべ
て原因によって生じるのだ
と言うべきであり、無原因そ
のものを承認するべきでは
ない。

（たとえば）あの虚妄の（原子の無
原因の）偏動とやらにも、物体の突
然の、いかなる原因も先行すること
なしに成立した運動とやらにも、ま
た魂を動かして、以前にしていな
かった何かを行うように仕向ける何
ものもないに起きる、魂の気まぐれ
な（無動機の）衝動とやらにも、存
在の余地を残すべきではない

エピクロスの偏動
（バレンクリシス）

エピクロスによれ
ば、魂を構成する
原子が無原因に偏
動することにより、
魂は自由に意志し
うる

そうでないと、まさにこのこ
とによって、（動機よりも）
もっと大きな一種の必然性
が、魂を束縛するだろう。つ
まり、魂が自己自身に属さ
ない（自主性がない）で、自
分の意志によらない、無原
因のそのような（気まぐれ
な）運動をすることになるだ
ろう

というのも、魂を動
かしたのは、意志さ
れたものか－̶これ
は（魂の）外か内か
にあるーー欲求され
たものかである

そうでなくて、どのよう
な意欲対象も（魂を）動
かさなかったのであれ
ば、魂は全然どのように
も動かなかったことであ
ろう（アリストテレス『魂
について』III 10,433a,
27-28）

さて、すべて（出来事）
は原因によって生じると
して、それぞれの直接
の原因を見いだして、こ
れらに（出来事の原因
を）帰するのは、たやす
いことである

たとえば、（だれそれが）アゴラ
（市場）へ出かける原因は、ある
人に会わねばならぬとか、貸金
を取り立てねばならぬと考えた
ことである。また一般に、（各人
が）これ、あるいはあれを選択s
ることの、そしてこれに向かって
（行動に）踏み切ることの（直接
の）原因は、こうするのがよいと
各人に思えたということである

また、あるもの（出来
事）は技術に帰せられる
べきである。健康になっ
たことの原因は、医術と
医者である。また富裕
になった原因は、宝物
の発見とか、だれかか
らの贈与とか、労苦や
技術によって金をもうけ
たことである

また、子供の原因は父
親であり、さらに外部か
ら子供作りに寄与する
何らかの補助的なもの
があれば、それも（原因
である）

これは、それぞれがちがっ
た所からやって来る。たと
えば、しかじかの食物と
か、少し遠いものとしては、
子供作りに好都合なように
滑らかに流れる子種とか、
出産に適した妻とか。そし
て一般に、自然に（子供の
生まれた原因を帰するべき
である）
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さてしかし、これらの原因に
まで来て停止し、そこから
上へ進むことを欲しないの
は、多分いい加減な人間
の、つまり第一位の、そして
遠い彼方の諸原因にまで
登りつめて行く人たち（のこ
とば）に耳を傾けない人間
のすることである

というのは、同じ出来事が
起きた時に、たとえば月が
輝く時に、なぜある者は強
奪し、別の者はそうしな
かったのか。また、環境か
ら受ける影響は同様だった
のに、なぜある者は病気に
なったが、別の者はならな
かったのか

また、同じ仕事をし
たのに、なぜある者
は富み、別の者は
貧しいのか。また人
柄と性格と運がさま
ざまであるという事
実も、（原因を）遠
方に求めるべきこと
を要求する

そういうわけで、彼ら（哲学
者たち）は立ち止まることは
決してなく、ある人たちは、
たとえば原子のような物体
的な始原を立て、これらの
運動と衝突と相互の結びつ
きによって、それぞれのも
のを作り上げる

そして、それぞれのものは、あのものた
ち（始原・原子）が結合し、働きかけ、働
きかげられるその仕方に応じて、生じ
たり、ある状態になったりするのだと考
え、さらにわれわれの発動（意思決定）
や性向ですら、あの始原たちが作り出
すままに存在するのだとして、このよう
にして彼らはこの、これら原子からの必
然性（強制）を、存在するものの内へ引
き入れるのである

また、誰かが別の物体
を始原として認めて、こ
れらから一切のものを
生ぜしめるばあいにも、
その人は、やはりこれら
から来る必然性に存在
意するものを隷従せし
めることになる

また別の人たち（ストア派）は、
世界のただ一つの始原にまで
さかのぼって、これから一切の
ものを導き出す。この始原は、
彼らの言うところでは、一切の
ものを貫いて進む原因であり、
しかもそれぞれのものを動かす
だけでなくて、作り出しもする
のである

彼らはこの始原
を運命と呼び、
一切のものはこ
れ（の様態）で
あるので、これ
こそ最高最強の
原因である、と
規定する

生じる限りの他の一切のものばかり
か、われわれの思考すらも、あの始
原の運動から出て来るのであっ
て、そのありさまはちょうど、生きも
ののの各部分が動くばあいに、そ
れらはそれら自身から動くのではな
くて、それぞれの生きものの内の
統率的部分によって動かされるの
であると同様である

また別の人たち（占星術の信奉者た
ち）は、世界の運行を（始原だと考え
る）。この運行は、一切のものを包んで
いて、（諸天球の）運動と、惑星および
恒星の位置と、それらが合同で形作る
図形とによって、一切のもの（出来事）
を作り出すのだそうだが、これらに基づ
く予言を証拠として、彼らは、一切のも
のがこれからも生じるのだと考えるの
である

さらにまた、原因（と結果）の相互の織り成し
と、上から（下への）その連なり、そして後のも
のは先のものによって生じるのであり、先のも
のなくしては生じえないのだから、後のものは
先のものに常にしたがっており、それへ依存す
るのだ、そして後のものは、自分より前のもの
たちに隷従するのだーー以上のことをある人
が主張するならば、その人が別の仕方でやは
り運命を引き入れていることは明らかである

そして、もしだれかが、この（最
後の説を主張する）人たちをさ
らに二群に区分しても、真実か
ら外れることにはならないだろ
う。というのも、一方の人びと
は、ある一つのもの（始原）へ一
切のものを依存せしめるのだ
が、他方の人びとはそうしない
のである

さて、この人たちについても
論じられるだろうが、しかし
今は、最初に挙げられた人
たち（原子論者など）に、言
論の上で立ち向かわねば
ならない。そして、その後
で、順々に他の人たちの説
を吟味しなければならない

3
さて、原子であろうと、いわゆる元
素であろうと、とにかく物体に一切
を委ねて、そしてこれらから生じる
無秩序な運動によって、タクシス
（秩序）とロゴス（理法）と（世界を）
支配する魂を生み出すことは、どち
らのばあいにも不条理で不可能な
ことであるが、原子からそうするこ
との方が、より不可能である

そして、この説については多く
の、正統な言説が、すでに述べ
られている。さてしかし、だれか
がこのような始原を立てたとし
ても、このやり方をもってして
も、一切のものを支配する<必
然性>も、その他の意味での何
らかの<運命>も必ずしもこれ
（始原）に伴いはしないのである

なぜなら、まず原子が存在する
と仮定しよう。すると、これらは
そのあるものは下へ－̶という
のは、何か下というものがある
としよう－̶あるものは斜め横
へというぐあいに、どちらへでも
行き当たりばったりに、それぞ
れが別の方角へ運動するだろ
う

そこで、（原子論によると、当初に
は）どのような秩序も存在しないの
だから、何ものも秩序ある仕方では
生じないはずである。したがって、
予言も占いも全然ありえないことに
なるだろう。技術による予言も、ま
た神がかり状態と霊感によるそれ
も。なぜなら、この後のばあいにも、
未来のことは定まっていなければ
ならないのだから

そして、なるほど一方、肉
体は、原子に打たれたばあ
いに、それらの原子がもた
らす変容を必然的に受けな
ければならないだろうが、
他方、魂の（能動的な）仕
事と（受動的な）変容を、原
子のどのような運動に人は
帰するのだろうか

というのも（ある一つの原子が）下方に
運動し、あるいはどこへなりと衝突する
ばあいに、（それによって起きるという）
どのような打撃に、人は、魂がしかじか
の内容の推論なり、しかじかの発動
（意思決定）に入る、あるいは一般的に
何らかの推論なり発動なり必然的な
（魂の）動きなりに、あるいは一般にそ
のような動きに入ること（の原因）を帰
することができようか

しかもまた、魂が肉体の諸
情態に抵抗するばあいには
（どうか）。また原子のどの
ような運動によって、ある人
は幾何学者であるように強
制され、別の人は算術と天
文学を研究するようになり、
また第三の人は智者となる
のだろうか

というのは、総じ
てわれわれのエ
ルゴン（仕事）と
いうものと、われ
われが生きもの
であるということ
が失われてしま
うことになるだ
ろう

なぜなら、物体
がわれわれをま
るで魂のない物
体であるかのよ
うに、どこへなり
と押し動かす所
へ、われわれは
運ばれて行くの
だから

次に、この同じことを（原子とは）別の
物体を万物の原因として立てる人びと
に対しても、さらにまた、なるほどこれら
の物体は、われわれを暖めたり、冷や
したり、それどころか（われわれの）比
較的弱体な部分を滅ぼすこともできる
けれども、魂が行う仕事のどのようなも
のもこれらの物体からは生じえないだ
ろう、これらの仕事は別の始原から出
て来るにちがいない、と

4
しかし、それでは果たし
て或る一つの魂（世界
霊魂）が全世界を貫通
しつつ、一切を成就す
るのだろうか。その際そ
れぞれのものは、（世界
全体の）一部分として、
全体が導くままに動くの
である

そして、（第一の原因に）続
く諸原因はかのもの（第一
原因、世界霊魂）から動か
されるのだから、これら（諸
原因）の順次のつながりと
編み合わせ（結合）を<ヘイ
マルメネー（運命）>（諸因
の連鎖）であるというほかは
ないのだろうか

それはたとえれば、一本の
欲物の始原が根にあるとし
て、そこからその植物の全
部分へゆきわたる部分相互
間の編み合わせや、働きか
けたり働きかけられたりする
ことを、一つの管理であり、
その植物のいわば運命で
ある、とだれかが言うばあ
いのようなものである

自己展開、連鎖、
あるいは開展と読
み替えるとわかり
やすいのでは、原
文でヘイマルメ
ネーと書いてある
にしても

しかし、第一に（この説の主
張する）必然性の、つまりこ
のような（一切を支配する
ほどの）運命の、この過剰さ
そのものが、まさにヘイマ
ルメネー（運命）を、つまり
諸原因のヘイルモス（連
鎖）と編み合わせを否定す
るのである

なぜなら、われわれの（身体の）諸部分に
しても、統率するもの（魂）によって動かさ
れているわけだが、これらが運命によって
動かされていると主張するのは、おかしな
ことであろう。なぜなら、ある部分が運動を
与えて、他の部分（たとえば脚）がそれを
受け取り、先の部分に動かされて歩き始め
るのではなくて、かのもの（統率者）が直接
に脚を動かしたのであるから

同様に、世界のばあいにも、仮にもし（論者
の言うごとく）世界（全存在）がただ一つの
ものとして働きかけたり働きを受けたりして
いるのだとすれば、つまり或るものが他の
ものから生じるというように、いつでも別の
もの（より先のもの）へ帰せられる原因に
よって働きかけ合っているのではないとす
れば、すべてのものが原因によって生じる
ということは真実でなくて、むしろすべての
ものが一つのものであるだろう

したがって、わ
れわれもわれわ
れでなくなる
し、われわれの
エルゴン（仕
事、仕業）という
ものもないこと
になるだろう

また、われわれ
自身が思考す
るのではなく
て、われわれの
考えというもの
も、実は別の者
の思考だという
ことになろう

また、われわれが
行為するのではな
いことになろう。ちょ
うど足が蹴るのでは
なくて、われわれ
が、自己のある部
分によって蹴るのと
同じようなことにな
るだろう

いやしかし、それぞれの者はや
はりそれぞれの者でなければ
ならず、われわれの行為や思
慮というものがなければなら
ず、さらに各人の（道徳的に）美
しい行為と醜い行為は、各人自
身から発するのでなければなら
ない。少なくとも，醜悪な行為の
責めを全体に負わすべきでは
ない
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しかし、もしかしたら、それぞれの
もの（出来事）が成就されるのは、
そのような仕方ではなくて、むしろ
（宇宙の）運行と星々の運動が一切
のものを管理しながら、それぞれ
のものを星々の相互の－ー視相と
上昇と入没と会合におけるーー位
置関係によって、配列するのだろう
か

視相：アスペクト
上昇：星が東方地
平線にあること
入没：星が西方地
平線にあること

なぜなら、人びと（占星家）
は、ともかくこれらに基づい
て占って、将来世界の内で
起きるであろう出来事につ
いても、また各人の身の上
に何が起きるだろうか、い
やそればかりか、各人が何
を考えるだろうかということ
まで予言するのだから

しかもまた、われわれが現前に
見ているように、他の動物と植
物にしても、これら（星々）との
シュンパテイア（共感）によって
成長もし衰えもするのだし、ま
たその他の影響もこれらから受
けるのだし、さらにまた地上の
諸地域の差異も、全宇宙との、
とりわけ太陽との位置関係によ
るものである

そしてまた、他の植物と
動物ばかりでなく、人間
の姿形と大きさと肌の
色と気質と欲望と従事
する仕事と性格までも、
地域にしたがって定ま
るのだ。してみると、全
宇宙の運行こそ、全事
物の支配者である

さて以上に対して、第一に、こう答えなければ
ならない。すなわち、この論もまた、ちがった仕
方でではあるが、われわれのものをーーわれ
われの意志や情念や悪徳や衝動などを－̶か
のものたち（天体）に帰しており、われわれには
何も与えずに、ころころと転ばされている石ころ
にすぎないということだけをわれわれに残して
くれており、われわれ自分自身から、自分の本
性に基づいてある仕事をもっている人間である
ということを認めない

しかし、われわれのもの
は、われわれに与えね
ばならない。もっとも、
われわれのもの－̶す
でに何らか一定のもの
であり、われわれに固
有のものであるが－̶
の内へ、世界から何が
しかのものが入って来
るのではある

だから、人はわれわれ
自身が行う仕事は何で
あり、われわれが必然
性からこうむるものは何
であるかを区別すべき
であって、一切合切の
ものをかのものたちに
帰すべきでない

なるほど地域と大気（気
候）の差異から（何らか
のものが）われわれの
内へ入っては来る。たと
えば、熱や冷たさが混
合物（あるいは体質）の
内へ入って来るのだし、
また両親からも何かが
来る

少なくとも、われわれは
容姿においても、たいて
いのばあい、両親に似
ているし、魂の非理性
的な情念の幾つかに関
してもそうである

けれども、人びとが地
域が原因で似通った容
姿をもつばあいでも、性
格と思想の点では極め
て大きい相違が彼らの
間に認められるのだか
ら、この種のものは別の
始原から来ているので
あろう

また、肉体の混
合状態と欲望に
対する抵抗とい
うことが、ここで
も指摘されてし
かるべきであろ
う

また、星々の位置を見て、各人の上に起き
ることを人びとが言い当てるという事実を
証拠として、これらの出来事は星々によっ
てひき起こされるのだと論者が主張するの
であれば、それならば同様に鳥たちも（鳥
占いにおいて）、鳥たちが予示する出来事
をひき起こすことになるだろうし、その他、
占い者たちがそれを観察して予言するとこ
ろのすべてのものにしても同様である

さらにまた、次の事情に基
づいて、人はこの問題につ
いて、いっそう精密に考察
することができるだろう。論
者の言い分によると、各人
が生まれた時の星々の位
置をだれかが見ることに
よって予言できる出来事
は、星々によって生じるので
ある

星々はそれらを単によじす
るだけではなく、引き起こし
もするのである。では、生ま
れの良さについて、つまり父
方母方ともに名家の出であ
るとすると、星々の位置から
人びとが言い当てるばあい
に、どうしてこの事実が
（星々によって）引き起こさ
れたと言えるだろうか

この事実は、彼
らが予言の拠り
所とした星々の
位置関係が生
じる以前から、
両親の身の上
にすでに存在し
ていたのだから

しかもまた人びとは、子供の誕生
から両親の出会う運不運を、また
父親のそれから、まだ生まれてもい
ない子供がどんな気性で、どんな
運不運にめぐり会うかを予言する
のだし、また兄弟の一方のそれか
ら他方の死を、また妻のそれから
夫の上に起きることを、逆にまた後
者から前者を予言するのである

とすると、どうして各
人の星々の位置関
係がすでに彼の父
親のばあいのそれ
から、こうなるだろう
と予言されていた出
来事を引き起こすこ
とができるだろうか

なぜなら、引き
起こすのはむし
ろ先立つあちら
の方であろう。
あるいはあちら
でなければ、こ
ちらでもないわ
けだ

それにまた、容姿が
親に似ているという
事実が、美しさも醜
さも、星々の運行か
らではなくて、家系
から来ることを告げ
ている

さらに、同じ時刻に、さ
まざまな生きものと人
間とが同時に生まれる
ということは、ありそうな
ことである。そこで、こ
れらのものはすべて、
同じ位相の下に生まれ
たのであるから、同じも
のをもたねばならない
はずである

しかもまた、いった
いどのようにして、
星々が（同一の）図
形（位置関係）に
よって同時に人間
たちをも、他の諸々
の生きものたちをも
作り出せるのだろう
か
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いや実際には、それぞれのもの
は、自己の自然にしたがって生
まれるのである。つまり馬から
ゆえに馬として、人からゆえに
人として、そしてこれこれの性
質の人からこれこれの性質の
人として

もっとも、世界の運行も－̶
大部分のことは親に任せる
けれども－̶（親に）協力し
て働いているのだと認めよ
う。また、肉体面に対して
は、肉体的な仕方で、多く
のことを－̶熱や冷たさや、
これから生じる肉体の混合
状態（体質）を－̶寄与する
のだとしよう

けれども、性格や営みや、
とりわけ肉体の混合状態に
隷属しないことがら－̶た
とえばだれが、文法学者と
か幾何学者とか、さいころ
振りとか、これらの方面で
のある発見者とかになるか
ということ－̶に対しては、
どうして（星々が原因であり
えようか）

それに、性格の劣
悪さが、神であるも
の（天体）から、どう
して与えられうるだ
ろうか

全般に、星々が－̶沈むので、つまり地
球の下方へ運ばれるので、そのために
悪いめに会ってーー与えるとされる限り
の諸悪についてはどうか。まるで星々
が、われわれとの相対的関係におい
て、「沈む」ばあいに、何か特別なめに
会っているかのようであり、常に天球に
付着して運ばれているのではなく、地
球に対して常に同じ位置関係を保って
いるのでもないかのようである

また、神々（星々）のある者が他
の者をその折々に異なる位置
で眺めることによって、より劣悪
なものとなったり、より優れた者
となって、その結果、彼らが良
いめに会っている時には、われ
われに良いことをし、反対の時
には悪いことをするのだ、とこの
ように言うべきでもない

否、むしろわれわれは
次のように言うべきだろ
う。これら（天体）は、宇
宙全体の保全のために
運行しているのだが、
なお副次的な効用をも
提供してくれているの
である

つまり、まるで文字を眺めるかのよ
うに、これらを眺めて、この種の<文
法>に通じた人たちが、そこに意味
されていることを類比的に考量する
ことによって、図形から、未来の出
来事を読み取るという効用である。
たとえば鳥が高く飛ぶから、これは
何か高遠な行為を示している、と
だれかが予言するようなことである
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最後に、すべてのものを相互に
編み合わせ、いわば<貫き連ね
>て、それぞれのものの有り方
を定める、ただ一つとみなされ
る始原ーーそしてこれから始
まって、すべてのものが種子的
原理にしたがって成就されるの
だが－̶これを考察する仕事
が残っている

ところで、この（ストア派
の）説もまた、先の「す
べての状態も運動も－
̶われわれのそれも、
一般にすべてのそれも
－̶宇宙の塊から出て
来るのだ」と主張するあ
の説に似ている

もっとも、この説の方
は、われわれにしかも
各個人に、何ほどかの
ものを－̶つまり、われ
われは自分自身から或
ることをなすのだという
程度までは－̶恵んで
やろうと意図しているの
だが

クリュシッポスの理
論（SVF、974）

ともあれ、この説はすべ
てのものの絶対的な必
然性を持ち込むのであ
り、だからすべての原因
が与えられたばあい、
それぞれが生じないこ
とは不可能である

なぜなら、すべての原
因が運命（原因の連
鎖）の内に組み入れら
れたならば、もはや生じ
るのを妨げるものも、ち
がったふうに生じるよう
に仕向けるものもまった
く存在しないのだから

そして、これらの諸原因はただ一つの
始原から発するのだから、われわれに
残されているのは、これらが押しやる所
へ動いて行くことだけである。なぜな
ら、表象は先行する諸原因にしたがっ
ており、また（行為への）発動は表象に
したがっていることになるし、「われわ
れ次第」（自由）ということは名前だけの
ものになるだろうから

というのも、われわれ
が、（行為に向かって）
発動するからといって、
そのために少しでも（わ
れわれに自由が）与え
られるわけではない。そ
の発動（意思決定）は、
あの諸原因によって生
み出されるのだから

そして、われわれの持
ち分は、盲目的な発動
（衝動）にしたがって進
む他の動物や、幼児の
それと、あるいはまた狂
人のそれと似たような
ものとなるだろう

というのは、これらにし
ても発動するのだから。
いやそれどころか、ゼウ
スに誓って、火にして
も、その他自己の素質
に隷属し、それにした
がって動くすべてのも
のも発動する（活動に
向かう）のである

ところで、このこと（この帰
結）は、すべての人がそれ
を悟っていて、反論しない
のだが、それでも彼ら（スト
ア派）は、この発動（われわ
れの意志決定）の原因を他
に求める。この発動におい
て、これを一つの始原とみ
なして、ここで停止すること
をしない
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では、以上のもののほかに、どのよ
うな原因（始原）がありうるだろう
か。それはしかも、何一つ無原因
のものを残さず、連結と秩序を維
持し、またわれわれが何らかのも
の（自立的なもの）であることを許
し、予言と占いを壊滅せしめないも
のでなければならないのだが

いやむろん魂を、
（物体的なものと
は）別種の始原であ
るものとしての魂
を、存在するものの
ひとつとして持ち込
まねばならないのだ

世界の魂ばかりでなく、それと
ともに各人の魂を決して小さく
ない始原として。そして、あらゆ
るものを編み合わせなげれば
ならない。そのばあい、魂も他
のものと同様に子種から生まれ
るのではなく、それ自身が第一
次的に作用する原因であると
考えねばならない

ストア派などが世
界魂のみを始原と
しているのに対し、
プロティノスは各
人の魂もそれぞれ
が不生不滅で始
原であると考えて
いる

さて、魂は肉体と結びつかない
でいる時には、自己自身この上
なく強力な主人であり、自由で
あり、宇宙的因果の外にあるの
だが、いったん肉体の内に入り
こむと、他の事物と一緒に（因
果系列の中に）配置されるの
で、もはやあらゆることに関して
権力をもつわけにはいかなくな
る

そして、魂がこ
こ地上へやって
来て遭遇する、
あたり一面のす
べて（の事象）を
導いているの
は、たいていは
運（偶然）である

したがって、魂はあるこ
とをこれらの影響下に
行うのだが、他のことを
自分で支配しつつ、自
分が望むままに導く。そ
のばあい、より優れた魂
はより多くのことを、より
劣った魂はより少ないこ
とを支配する

なぜなら、後者は肉体
の混合状態に何ほどか
譲歩するので、欲望を
もつとか、腹を立てるよ
うに強いられるし、ある
いは貧乏のために心が
卑しくなり、冨によって
傲り高ぶり、権力をもつ
と専制的になる

しかし前者、つまり資性の
善良な魂は、その同じ境遇
にあっても抵抗して、自らは
変えられることなく、むしろ
それらの境遇を変えようと
するので、その結果、ある
状況を変化せしめるし、他
の状況には自分が劣悪と
なることなしに譲歩するの
である
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だから、（魂の）選択と偶然
的事象との両方が混ぜ合
わされた結果生じる限りの
ものが、（魂にとって）必然
的なものである。というの
も、これら以外に他の何が
なお必然的でありえようか

しかし、すべての原因
が組み合わされたなら
ば、あらゆる出来事が
絶対的に生起すること
となる。また、（星々の）
運行から何ほどかrのも
のが（地上へ）寄与され
るならば、これは外的な
原因の一部である

さてそこで、魂が外的
状況によって変質せし
められて、いわば盲目
的に動きながら、何ごと
かを行い、発動するば
あいには、その行為も
（魂の）状態も自発的で
ないと言わねばならな
い

また、魂が自分から劣
悪であるために、必ずし
もあらゆるばあいに正し
くはなく自主的でもない
発動（意志）にしたがう
ばあいも同様である

他方、しかし、魂が清浄で
情念に煩わされないロゴス
（理性）を、（魂自身の）同
族である理性を、指導者と
して発動するばあいには、
この発動（意志）こそ、これ
のみをわれわれ次第のもの
であり、自発的なものであ
ると言わねばならない

そして、われわれの
仕事とは、他から来
たのでなくて、清浄
な魂の内奥から、つ
まり指導し主権をも
つ第一の始原から
出て来たものこそ
が、まさにそれであ
る

無知のためにさまよっている、
或は欲望の暴力に屈した魂か
ら出て来たものではない。これ
ら（の無知と欲望）は、（魂のも
とに）やって来ると、引きずり、
連行して、もはやわれわれの仕
事というものを許さないで、受
け身の反応だけを存在せしめ
るのである
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結局、この論は、こう主
張するわけである。すべ
ての出来事は（星々に
よって）あらわし示され
る。そして、すべての出
来事は原因によって生
じるのだが、原因には
二種ある

つまり、ある出
来事は魂によっ
て、

他の出来事は
周辺の諸原因
によって生じる

そして魂が行うばあ
いに、正しい理性に
したがって行為する
限りのことを、いつ
でも魂は自分から
行うのであるが、

その他のことは、魂
が自分自身のこと
を行うのを妨げられ
たために、それを行
うというよりも、むし
ろ、こうむるのであ
る

したがって、（魂が）分別をもた
ないことに対しては、他に何か
原因がある。そして、そのよう
な行為は、運命にしたがって行
うのだと言って、おそらく正しい
だろう。少なくとも、運命とは外
部からの原因であると考える
人々にとっては

しかし、最上のものは、われわ
れ自身から出る。なぜなら、わ
れわれが自分だけ（魂だけ）で
いるばあいには、われわれはそ
のような本性のものなのであ
る。そして少なくとも、優れた人
びとは美しいことを行うのだし、
そのことは、彼ら次第である

しかし、その他の人びとは、息
を継ぐことができた時だけ、余
裕を与えられて、美しいことを
行うのである。このばあい彼ら
は、彼らが分別をもつ時に、ど
こか他の所から分別をもつこと
を得るのではなくて、ただ（外
的諸原因で）妨害されないこと
によって


